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岡
崎
地
区
の
町
内
福
祉
村「
お
か
ざ
き

鈴
の
里
」（
岡
崎
５
９
２
８
）に
響
く
歌

声
。歌
の
好
き
な
地
域
の
男
女
約
30
人
が

コ
ー
ラ
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。練
習

の
合
間
に
は
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
。福
祉

村
で
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
利
用
者

の
生
き
が
い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
福
祉
村
を
紹
介
し
ま
す
。

◎発行　平塚市  　◎編集　秘書広報課
〒２５４‒８６８６ 神奈川県平塚市浅間町9番1号 
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　あさひの絆では11のグループがサロンや健康体操、ウ
オーキングなど、独自の活動をしています。グループの
一つ「あさひの絆・畑でサロン」では、出縄にある約150
坪の畑を借りて、ジャガイモや白菜など季節に合わせた
野菜を栽培・収穫しています。グループの代表を務める
入江政昭さん（写真左）は「参加者は自分で作った野菜の
収穫や、仲間と話しながら作業することを楽しみにして
います」と話します。
　農家の方からトマトの苗をもらったり、栽培方法を学
んだりして、地域交流も盛んになりました。
　毎週２回の畑作業は始めた当初は5～６人程度だった参
加者が、今では15人まで増えました。95歳の方も参加し、
休憩を取りながら、鍬

くわ

で畑を耕したり、草取りをしたり
しています。
　高齢者の中に混じり鍬を持つのは、大学生の矢部萌子
さん（写真右）。「農業に興味があって参加しました。畑を
耕すのは、力を使うので
大変な作業ですが、やり
がいを感じます」と話し
ます。
　入江さんは「あさひの
絆の畑で野菜を育てるこ
とが、生きがいや趣味に
なっている人も多くいま
す。私もその一人です」
とほほ笑みます。

　

福
祉
村
は
、
世
代
を
問
わ
ず
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

で
す
。
高
齢
者
向
け
に
健
康
体
操

を
す
る
サ
ロ
ン
や
、
子
育
て
を
支

援
す
る
活
動
な
ど
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

お
か
ざ
き
鈴
の
里
で
は
、
月
２

回
、
歌
の
好
き
な
人
た
ち
30
人
程

度
が
集
ま
り
、コ
ー
ラ
ス
を
し
て
い

ま
す（
１
面
写
真
）。
公
民
館
ま
つ

り
で
披
露
す
る『
ソ
ー
ラ
ン
節
』な

ど
３
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
歌
の

合
間
に
は
笑
い
が
起
こ
り
、
終
始

に
こ
や
か
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
世
間
話
を
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
。
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
が
漂
う
福

祉
村
は
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
が
流

れ
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
場
所

「
難
し
い
よ
」「
こ
の
問
題
教
え
て
」

　

に
ぎ
や
か
に
響
く
児
童
の
声
。

お
か
ざ
き
鈴
の
里
で
は
、
元
教
師

や
一
般
企
業
を
退
職
し
た
方
ら
、

経
験
豊
富
な
講
師
が
小
学
生
に
勉

強
を
教
え
る『
ピ
ノ
キ
オ
』を
、
毎

週
土
曜
日
に
開
い
て
い
ま
す
。
岡

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
、
生

活
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

●
身
近
な
生
活
を
援
助

　

旭
南
地
区
は
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
多
い
た
め
、
毎
月
10
～

崎
小
学
校
の
児
童
約
70
人
が
４
～

5
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
国

語
と
算
数
を
勉
強
し
ま
す
。

　

各
グ
ル
ー
プ
に
１
人
ず
つ
講
師

が
つ
き
、
児
童
を
サ
ポ
ー
ト
。
個

別
の
課
題
を
解
い
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み
に
は
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
や

電
池
を
使
っ
た
理
科
実
験
を
す
る

な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
学
習

し
て
い
ま
す
。

　
『
ピ
ノ
キ
オ
』を
開
設
し
て
７

年
。
7
年
前
に
通
っ
て
い
た
児
童

も
、
現
在
は
高
校
生
と
な
り
、
講

師
と
し
て
教
え
に
来
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
お
か
ざ
き
鈴
の
里
の
会

長
を
務
め
る
川
﨑
洋
子
さ
ん
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が
子
ど
も

た
ち
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

が
う
れ
し
い
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

お
か
ざ
き
鈴
の
里
は
、
子
育
て

世
代
が
集
ま
る
憩
い
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
内

に
は
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ

が
置
か
れ
、
親
に
連
れ
ら
れ
て
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
び
ま

す
。「
雨
で
公
園
が
使
え
な
い
時
は
、

親
同
士
で
連
絡
を
取
っ
て
お
か
ざ

き
鈴
の
里
に
集
ま
る
」と
話
す
母

親
た
ち
。
母
親
に
と
っ
て
も
情
報

交
換
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
村
は
子
育
て
世
代
や
高
齢

者
ら
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の

方
が
多
く
訪
れ
ま
す
。
顔
見
知
り

に
な
る
こ
と
が
、
地
域
で
子
ど
も

を
見
守
れ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

●
絆
ま
つ
り
を
企
画
、活
性
化

　

公
民
館
ま
つ
り
の
準
備
を
す
る

旭
南
地
区
の
福
祉
村「
あ
さ
ひ
の

絆
」（
出
縄
184
―
２
）の
利
用
者
た

ち（
左
写
真
）。
日
ご
ろ
、
サ
ロ
ン

で
作
っ
た
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー
や

髪
留
め
を
公
民
館
ま
つ
り
で
展
示

し
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
の
絆
で
は
、
編
み
物
や

ペ
ン
習
字
、
絵

手
紙
な
ど
の
サ

ロ
ン
を
、
そ
れ

ぞ
れ
月
１
回
開

い
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る

15
カ
所
の
福
祉

村
に
は
全
部
で

約
１
３
０
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
中
に
は
、
生
活
支
援
や
サ
ロ

ン
活
動
の
調
整
を
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
い

ま
す
。
あ
さ
ひ
の
絆
の
筒
井
悦
子

さ
ん
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
一

人
で
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整

や
広
報
な
ど
、
仕
事
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
９
月
に
初
め
て
開
催

し
た『
絆
ま
つ
り
』も
筒
井
さ
ん
ら

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
企
画
し
た

行
事
の
一
つ
で
す
。「
初
め
て
の
試

み
で
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。で
も
、

自
治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
わ
っ
た
り
道
具

を
借
り
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
の

協
力
が
得
ら
れ
て
、
助
か
り
ま
し

た
」と
振
り
返
り
ま
す
。

　

当
日
は
約
200
人
が
訪
れ
、
お
に

ぎ
り
や
豚
汁
の
ほ
か
、
サ
ロ
ン
で

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ボ

チ
ャ
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
や
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
も
提
供
し
ま
し
た
。「
あ

さ
ひ
の
絆
に
初
め
て
訪
れ
る
人
も

い
る
の
で
、
活
動
を
知
っ
て
も
ら

え
る
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
筒
井
さ
ん
。
今
年
の
開
催

に
も
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　

各
福
祉
村
は
、
ふ
れ
あ
い
交

流
活
動
の
ほ
か
に
も
生
活
支
援

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
地
区
内

に
住
ん
で
い
る
方
に
、
話
し
相

手
や
ご
み
出
し
の
手
伝
い
、
外

出
の
付
き
添
い
な
ど
を
す
る
ボ

活動が生きがいに

●
ふ
れ
あ
い
交
流
活
動

地
域
住
民
が
集
う
場
所
に

●
生
活
支
援
活
動

広
が
る
支
援
の
輪

↓

笑 顔 あ ふ れ る 福 祉 村
　福祉村は、外出の付き添いやごみ出しなどの生活支援や、高齢者のサロン活動や子育て支援
などのふれあい交流をしています。活動を通して、住民同士が支え合う地域づくりを進めます。 問　福祉総務課☎21―9848

一人ひとり分かりやすく教える
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かざき鈴の里では、112人がボランティア登録しています。
ボランティアの一人、川

かわ
邉
なべ
晫
たく
郎
ろう
さんは、平成16年のおかざき

鈴の里の立ち上げからボランティアを続けています。
　「『地域デビューするために、何かやってみれば？』と妻に言われ
たのがきっかけ」と当時を振り返ります。退職前は、朝早く出掛け、
夜遅くに帰宅する生活でした。自治会の当番は妻に任せきりで、近
隣住民との関わりはほとんどありませんでした。

職してから半年、おかざき鈴の里の設立に向けたボランティ
アの募集があり、思い切って応募しました。

　「知らない人ばかりで戸惑いはありました。でも最初の会議でグ
ループ長をやらされちゃってね」と、はにかむ川邉さんは、開村の
準備を進めていく中、やりがいを感じていました。

邉さんは開村から現在まで、通学時の見守りや歩道の草取り
などを続けています。そのほか、年4回発行している広報紙

やイベントのチラシ作成も担当しています。「ボランティアをしてか
らパソコンの技術が格段に上がりました」と笑顔を見せます。
　「福祉村に来てもらうには、イベントの数は多いほどいい」と話す
川邉さんは、運営委員として活動を企画しています。コーヒーなど
を飲みながら、地域住民が出品した油絵や折り紙を鑑賞できる『ギャ

ラリー＆カフェ』（2面上写
真）は、運営委員が新たに
企画したイベントです。
　毎月第2月曜日〜金曜日
に開催し、毎回、８０人程
度が訪れています。絵・
書道・手芸などの作品を
発表する場所を提供し、
「出品者の知人らが訪れ、
地域の方に福祉村を身近
に感じてもらえました」と
喜ぶ川邉さん。「鑑賞した
人の中には『次回は私も出

品したい』と意気込む人もいて、好評です」と話します。

ボランティアで充実した日々を
　「体を動かさないと衰えていきますから」と話す川邉さん。人と接
する機会が多いボランティア活動は、自身の介護予防にもつながっ
ています。

祉村がきっかけでほかのボランティア活動にも参加するよう
になった川邉さん。自身の活動を『男の井戸端会議』と表現し

ます。「退職すると男性は家にこもりがち。でも、ボランティア活動
がきっかけで趣味が合う人との交流も増えました。若い世代とも接
する機会があり、元気をもらえています」と話します。
　「おかざき鈴の里は上下関係がなくて、気軽に参加できる場所で
す。福祉村で何かを求められて、少しでも人の役に立てたらそれだ
けでうれしいんです」とほほ笑みます。

▶活動内容や窓口開設日はお問い合わせください。

　四之宮地区の福祉村が四之宮公民館（四之宮３―2０―26）にオープン
しました。市内では16番目となりました。
　約1年前から準備委員会を設置して、各地区の福祉村を見学に行
くなど、開村の準備を進めてきました。公民館の1室を畳からフロー
リングに張り替え、高齢者が椅子に座ってゆったりできる空間にし
ました。4月からサロンなどを開催。公民館を利用する団体の交流
の場としても利用できます。
　開設日時は毎週月・火・水・土曜日の
午前1０時〜午後３時。対象地域は西真
土・東真土の一部地域と四之宮です。

ボランティアを募集しています
　四之宮地区の福祉村では、運営や支
援活動をするボランティアを募集して
います。詳しくは福祉村にお問い合わ
せください。

問　四之宮地区町内福祉村
　　☎55―０７5０

　

各
福
祉
村
は
、
市
や
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
、
情
報
交
換
や

活
動
紹
介
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
各
福

祉
村
の
会
長
が
集
ま
る
会
長
会
議

を
年
３
回
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

12
月
の
開
催
時
は
、
他
市
の
事
例

紹
介
や
防
災
計
画
を
話
し
合
う
な

ど
、
毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意
見

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役

30
件
の
ご
み
出
し
や
部
屋
の
整

理
な
ど
の
生
活
支
援
を
依
頼
さ
れ

ま
す
。地
区
の
範
囲
も
広
い
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
依
頼
が
あ
れ

ば
、
利
用
者
の
近
く
に
住
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
支
援
し
ま
す
。

　

高
村
に
住
む
松
木
順
さ
ん（
写

真
左
）は
毎
週
２
回
、
ご
み
出
し

を
あ
さ
ひ
の
絆
に
依
頼
し
て
い
ま

す
。「
足
を
痛
め
て
い
る
か
ら
歩
く

の
が
大
変
で
ね
…
…
。
毎
回
来
て

く
れ
る
か
ら
助
か
る
よ
」と
嬉
し

そ
う
に
話
し
ま
す
。
ご
み
出
し
を

す
る
の
は
、
近
所
に
住
む
高
橋
了

子
さ
ん
。「
ご
み
出
し
の
た
び
に
松

木
さ
ん
の
元
気
な
顔
を
見
る
と
安

心
す
る
の
よ
」と
見
守
り
も
兼
ね

て
、
ご
み
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

あ
さ
ひ
の
絆
で
は
聴
力
が
弱

く
、
視
力
も
落
ち
た
方
と
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
筆
談
す
る
生

活
支
援
も
し
て
い
ま
す
。「
世
間
話

を
す
る
だ
け
で
す
け
ど
、
と
て
も

楽
し
い
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
私

た
ち
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が

何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」と
、

に
こ
や
か
に
話
す
筒
井
さ
ん
。「
人

を
支
援
す
る
活
動
が
い
つ
し
か
自

分
の
支
え
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
」と
続
け
ま
す
。

●
広
が
る
地
域
の
支
え

　

お
か
ざ
き
鈴
の
里
で
は
、
早
朝

に
通
学
路
な
ど
の
草
取
り
を
し
て

い
ま
す
。「
通
勤
や
通
学
で
通
る
人

が『
あ
り
が
と
う
』と
声
を
掛
け
て

く
れ
る
の
が
初
め
は
う
れ
し
か
っ

た
」と
川
﨑
さ
ん
。「
今
で
は
郵
便

局
や
中
栄
信
用
金
庫
岡
崎
支
店
の

職
員
、
大
住
中
学
校
の
校
長
先
生

や
生
徒
た
ち
が
、
休
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
参
加
し
て
く
れ
て
本
当
に

助
か
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

岡
崎
地
区
で
は
、
平
成
21
年
３

月
か
ら
岡
崎
地
下
道
に
壁
画
を
描

い
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
提
案
で

始
ま
っ
た
、
お
か
ざ
き
鈴
の
里
と

職
ご
と
に
部
会
も
開
い
て
い
ま

す
。『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
』『
生
活

支
援
』『
ふ
れ
あ
い
交
流
』『
広
報
』

の
四
つ
の
業
務
ご
と
に
担
当
者
が

集
ま
り
、
実
際
に
あ
っ
た
相
談
な

ど
を
情
報
交
換
し
ま
す
。
各
担
当

者
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
こ

と
が
各
福
祉
村
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

毎
年
秋
に
は
、
各
福
祉
村
が
そ

四 之 宮 に 福 祉 村 が オ ー プ ン

名　　　　称 所　在　地 電話番号
松原地区町内福祉村 天沼７ー８　松原分庁舎内 ２４－１２２３

花水地区町内福祉村 袖ケ浜２０ー１
なぎさふれあいセンター内 ２１－３４０１

港地区町内福祉村 夕陽ケ丘６６ー１
港ベイサイドホール内 ２３－９８３６

金田地区町内福祉村 「いちごの会」 入野１０４ー２ ３５－４６７０
岡崎地区町内福祉村 「おかざき鈴の里」 岡崎５９２８ ５８－８７８９
松が丘地区町内福祉村 「みんなの広場」 東中原２ー５ー１５ ３３－５００５
城島地区町内福祉村 「城島ふれあいの里」 小鍋島６２１ー１　城島分庁舎内 ５３－１８２２

大神地区町内福祉村 「大神よりきの郷」 大神２８８５ー３
東部福祉会館白寿荘内 ５５－７１１４

八幡地区町内福祉村 「サロンやわた」 西八幡２ー３ー５０ ２３－２９８９
旭南地区町内福祉村「あさひの絆」 出縄１８４ー２ ３３－９７３３
富士見地区町内福祉村「ぬくもりの家」 中里３５ー１ ３３－７５３３
旭北地区町内福祉村 公所８６８　西部福祉会館内 ５９－２０９０
吉沢地区町内福祉村「ひだまりの里」 上吉沢２２６ ５８－２０５５
横内地区町内福祉村「横内スマイル広場」 横内３７９０－２ ５３－８５０１

なでしこ地区町内福祉村 撫子原１２－５４
なでしこ公民館内 ３５－１３２８

れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
や
日
ご
ろ
の
サ
ロ
ン
で
作
っ
た

編
み
物
や
折
り
紙
な
ど
を
市
役
所

で
展
示
す
る『
福
祉
村
展
示
』を
開

い
て
い
ま
す
。,

福
祉
総
務
課
の
内

山
未み

来く

子こ

主
事
は「
地
域
の
特
色

も
分
か
り
、
活
動
を
市
民
に
知
っ

て
も
ら
え
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

福
祉
村
の
魅
力
は
、
地
域
住
民

主
体
で
活
動
が
で
き
る
と
同
時

に
、
世
代
間
の
交
流
が
で
き
る
こ

と
で
す
。

　
「
母
親
が
子
ど
も
を
連
れ
て
来

る
だ
け
で
も
、
福
祉
村
の
中
は
和

や
か
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
に
い

る
高
齢
者
も
子
ど
も
か
ら
活
力
を

も
ら
い
、
子
育
て
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。
誰
で
も
地
域
福
祉
の
支
援

者
に
な
れ
る
の
が
、福
祉
村
で
す
。

多
く
の
人
が
携
り
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」と
内
山
主
事
は
語
り

ま
す
。

地
域
自
治
会
の
共
催
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
下
絵
は
保
育
園
児
や
児
童
ら

の
絵
で
構
成
し
た
り
、
中
学
生
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
り
し
ま
し
た
。
色

塗
り
は
地
域
の
方
も
多
く
参
加
し

ま
す
。
約
６
年
掛
け
て
描
い
た
壁

画
は
地
域
の
支
え
を
得
て
、
今
年

秋
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
市
全
体
の
取
り
組
み

つ
な
が
り
を
強
め
、活
性
化

お近くの福祉村を訪ねてみませんか

↓

開村の準備を進めてきた委員

福祉村から広がった交流
お

退

川

福

チラシを作る川邉さん
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■募＝応募方法
　（応募が必要です）
　問＝問い合わせ
■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　３月２３日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

JAビルかながわ
（市民活動センター 消費生活センター）

松原
分庁舎

市民センター
（青少年相談室）

豊
原
分
庁
舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署
教育会館

青少年会館（青少年課）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館
ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

市役所臨時駐車場

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

募
　
集

応
募
方
法
の

詳
細
は
下
段

お
知
ら
せ

市
病
院
運
営
審
議
会
の
公
募

委
員

　

任
期
は
６
月
１
日
～
平
成
29
年

５
月
31
日
。
２
人（
選
考
）。
詳
細

は
、
病
院
総
務
課
や
市
民
病
院

ウ
ェ
ブ
に
あ
る
募
集
要
領
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

募　

〒
254
―
００６5
南
原
１
―
19
―
１

市
民
病
院
の
病
院
総
務
課
☎
32
―

０
０
１
５
内
線
３
１
９
７
や
市
民

病
院
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、

郵
送
ま
た
は
直
接
、
４
月
20
日

（
月
）ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
に
、
同
課
へ
。

経
営
支
援
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
派
遣
し
ま
す

　

専
門
知
識
や
経
験
の
あ
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
て
、
販
売
促

進
や
魅
力
あ
る
店
舗
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。派
遣
は
年
３
回
ま
で
、

１
回
２
時
間
以
内
。

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
店
舗

８
店（
選
考
）①
市
内
で
営
業
し
て

い
る
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー

ン
な
ど
で
は
な
い
小
売
業
・
飲
食

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
②
資
本
金
の
額
・

出
資
額
が
５
０
０
０
万
円
以
下
ま

た
は
従
業
員
数
が
小
売
業
・
飲
食

業
は
50
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
は

1００
人
以
下
③
市
税
の
未
納
が
な

い
、
な
ど
。

募　

豊
原
分
庁
舎
２
号
館
１
階
の

商
業
観
光
課
☎
35
―
８
１
０
７
や

市
ウ
ェ
ブ
に
あ
る
申
込
書
を
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
３
月
20
日（
金
）

～
４
月
１
日（
水
）に
、
同
課
へ
。

春
の
親
子
野
菜
づ
く
り
体
験

教
室
と
採
れ
た
て
調
理
教
室

　

野
菜
の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま

で
を
体
験
し
て
、
収
穫
し
た
野
菜

を
自
分
で
調
理
し
ま
す
。
野
菜
づ

く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

農
の
体
験
・
交
流
館（
寺
田
縄
457

―
５
）。
荒
天
中
止
。

①
種
・
苗
植
え
付
け　

４
月
18
日

（
土
）午
前
10
時
～
正
午
。

②
種
ま
き
・
管
理
作
業　

５
月
23

日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
。

③
一
部
収
穫
・
管
理
作
業　

６
月

20
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
。

④
収
穫
・
調
理　

７
月
25
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分
。
調

理
は
花か

菜な

ガ
ー
デ
ン（
寺
田
縄
49６

―
１
）で
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

15
組（
先
着
順
・
１
組
３
人
ま
で
）。

１
組
１
０
０
０
円
④
は
花
菜
ガ
ー

デ
ン
の
入
園
料
も
。
長
靴
・
軍
手
・

タ
オ
ル
。
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

募　

電
話
で
、
３
月
24
日（
火
）午

前
８
時
か
ら
、
農
の
体
験
・
交
流

館
☎
58
―
５
２
０
１
へ
。

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

　

粗
大
ご
み
か
ら
再
生
可
能
な
家

具
を
修
理
・
再
生
し
て
、
提
供
し

ま
す
。
50
個
程
度（
抽
選
）。
１
人

１
点
。
修
理
費
用
程
度
を
負
担
。

募　

４
月
１
日（
水
）～
10
日（
金
）、

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
10
日
は

正
午
ま
で
）に
、
四
之
宮
７
―
３
―

５
の
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
☎
51
―

５
３
０
１
で
、現
物
を
確
認
し
て
、

申
込
書
を
直
接
、
同
プ
ラ
ザ
へ
。

子
ど
も
英
語
教
室
と
ド
ッ
ジ

ビ
ー
教
室

　

青
少
年
会
館
。
各
20
人（
抽
選
・

初
め
て
の
方
を
優
先
）。

①
子
ど
も
英
語
教
室　

工
作
や

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
英
語
を
学
び

ま
す
。
５
月
２
日（
土
）に
は
イ
ー

ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。

保
護
者
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

４
月
４
日
～
５
月
２
日
の
土
曜

日
、
全
４
回
、
午
後
２
時
～
３
時

15
分
。
４
月
１
日
現
在
、
市
内
在

住
の
小
学
校
１
～
２
年
生
。
筆
記

用
具
・
色
鉛
筆
な
ど
。
2００
円
。

②
ド
ッ
ジ
ビ
ー
教
室　

ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
で
、
柔
ら
か
い

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
う

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。中
学
生
・

高
校
生
と
チ
ー
ム
で
遊
び
ま
す
。

　

４
月
11
日
・
18
日
の
土
曜
日
、

全
２
回
、
午
前
10
時
～
正
午
。
４

月
１
日
現
在
、
市
内
在
住
の
小
学

校
３
～
６
年
生
。
運
動
着
・
室
内

用
運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
。

募　

教
室
名
・
必
要
事
項（
①
は

名
前
の
ロ
ー
マ
字
表
記
も
）・
学

年
・
参
加
経
験
の
有
無
を
、
は
が

き
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
ま
た
は

直
接
、
①
は
３
月
25
日（
水
）②
は

31
日（
火
）ま
で
に
、
〒
254
―
００41
浅

間
町
12
―
41
青
少
年
課
☎
32
―
７

０
２
９

31
―
１
４
４
１

seisho
nen@

へ
。

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
サ
ッ

カ
ー
教
室

　

４
月
か
ら
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開

き
ま
す
。
各
教
室
全
８
回
。
馬
入

ふ
れ
あ
い
公
園
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場

（
中
堂
24６
―
１
）。

　

①
未
就
園
児
サ
ッ
カ
ー
教
室　

市
内
在
住
の
２
～
３
歳
児
②
親
子

サ
ッ
カ
ー
教
室　

市
内
在
住
の
４

～
５
歳
児
と
保
護
者
③
レ
デ
ィ
ー

ス
サ
ッ
カ
ー
教
室　

市
内
在
住
・

在
勤
の
18
歳
以
上
の
女
性
。

　

日
程
・
申
し
込
み
方
法
な
ど
の

詳
細
は
馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
ウ
ェ

ブ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
馬
入

サ
ッ
カ
ー
場
☎
24
―
１
１
３
７

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑

賞
バ
ス
ツ
ア
ー

　

電
通
四
季
劇
場「
海
」（
東
京
都

港
区
東
新
橋
１
―
８
―
２
）で
上

演
さ
れ
る「
ア
ラ
ジ
ン
」を
Ｓ
席
で

鑑
賞
し
ま
す
。

　

７
月
11
日（
土
）午
前
9
時
30

分
、
市
民
セ
ン
タ
ー
集
合
。
３
歳

以
上
の
方
12０
人（
先
着
順
）。
１
万

２
５
０
０
円
、
小
学
校
６
年
生
以

下
は
７
０
０
０
円（
チ
ケ
ッ
ト
代
・

弁
当
代
・
旅
行
保
険
料
を
含
む
）。

旅
行
業
者
は
神
奈
中
観
光（
神
奈

川
県
知
事
登
録
旅
行
業
第
２
―
２

号
・
東
京
都
町
田
市
鶴
間
１
５
３

４
―
１
）。

募　

電
話
で
、
４
月
10
日（
金
）か

ら
、
ま
ち
づ
く
り
財
団
文
化
事
業

課
☎
32
―
２
２
３
７
へ
。

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

崖
や
渓
流
の
土
砂
災
害
警
戒
区

域
な
ど
の
位
置
や
避
難
情
報
の
入

手
方
法
、
避
難
方
法
が
載
っ
て
い

ま
す
。
避
難
経
路
を
検
討
す
る
な

ど
、
土
砂
災
害
へ
の
備
え
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
今
号
の
広
報
ひ

ら
つ
か
と
一
緒
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

で
配
布
し
て
い
ま
す
。届
い
て
い
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

災
害
対
策
課
☎
21
―
９
７
３
４

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画（
第
三
次
）を
策
定

　

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
の
指

針
を
定
め
ま
し
た
。
目
指
す
子
ど

も
像
に「
考
え
る
力
」「
豊
か
な
心
」

「
人
と
人
と
の
絆
」を
掲
げ
て
、
妊

産
婦
ら
に
向
け
た
読
書
活
動
の
推

進
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。計
画
は
、

３
月
20
日（
金
）か
ら
、
図
書
館

ウ
ェ
ブ
・
公
民
館
な
ど
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問　

中
央
図
書
館
☎
31
―
０
４
２
８

住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得
を

本
人
に
通
知
し
ま
す

　

４
月
１
日（
水
）か
ら
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
・
抄
本
な
ど
が

第
三
者
に
不
正
に
取
得
さ
れ
た
と

判
明
し
た
場
合
に
は
、
不
正
取
得

さ
れ
た
本
人
に
、証
明
書
の
種
類
、

数
、
交
付
し
た
日
な
ど
を
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

市
民
課
☎
21
―
８
７
７
３

市
民
意
識
調
査
の
結
果

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

基
礎
資
料
に
す
る
た
め
に
、
平

　人気旅行ガイドブック「ことりっぷ」
の平塚版ができました。地元食材を
使ったランチにお薦めの店舗や、バラ
を使ったスイーツ、3つの観光モデル
コースなどを紹介しています。Ａ5判変
形１6ページフルカラー。市民プラザや
市役所本館１階総合案内、公民館など
で無料で配布しています。

問　商業観光課☎35―8１0７

↓

平塚の魅力が詰まっています

ことりっぷ 平塚さんぽ

　独立行政法人都市再生機構が平成6年度か
ら進めていた、真田・北金目特定土地区画整
理事業が3月6日に完了しました。
　この地区の施行総面積は約68.6㌶で、宅地
面積は約4９.4㌶です。西側が東海大学湘南
キャンパスに隣接しています。また、塚越古
墳や真田神社、北金目神社などもある、古い
歴史を持つ場所です。
　集落も古くから存在することから、屋敷な
どに大木が点在する、緑豊かな土地です。さ
らに、富士山や丹沢山地を望むことができる
ロケーションです。
　市街地からつながる幹線道路や、スーパー
などの商業施設、塚越公園などの緑地も充実
しています。

　　問　都市整備課☎2１―8７83

市北西部の土地区画
整理事業が完了しました


